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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第38期

第1四半期連結
累計(会計)期間

第37期

会計期間
自　平成21年3月21日
至　平成21年6月20日

自　平成20年3月21日
至　平成21年3月20日

売上高 (百万円) 25,472 165,328

経常利益 (百万円) 8,712 72,439

四半期(当期)純利益 (百万円) 6,622 41,996

純資産額 (百万円) 509,250 500,359

総資産額 (百万円) 547,813 520,338

１株当たり純資産額 (円) 9,231.75 9,973.46

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 120.04 837.07

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 93.0 96.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 7,475 62,420

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △9,004 △52,142

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,917 △3,084

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 16,376 19,580

従業員数 (名) 3,217 3,067

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　提出会社は、平成21年3月21日付で、1株を1.1株に株式分割いたしました。

　　平成21年3月21日付の株式分割が第37期の期首に行われたと仮定した場合における1株当たり純資産額、1株当た

り四半期（当期）純利益金額はそれぞれ以下のとおりとなります。

回次
第38期

第1四半期連結
累計(会計)期間

第37期

会計期間
自　平成21年3月21日
至　平成21年6月20日

自　平成20年3月21日
至　平成21年3月20日

1株当たり純資産額 (円) 9,231.75 9,066.78

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 120.04 760.97
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２ 【事業の内容】

当第1四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

主要な関係会社の異動については、株式会社ジャストシステムが持分法適用関連会社となりました。

　

３ 【関係会社の状況】

当第1四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

　

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
割合(％)

関係内容

(持分法適用関連会社)
株式会社ジャストシステム
(注)

徳島県徳島市 10,146
ソフトウェア
の開発、販売等

43.96役員の兼任等　有

(注) 有価証券報告書の提出会社であります。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年6月20日現在

従業員数(名) 3,217

(注) 従業員数は就業人員数であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年6月20日現在

従業員数(名) 2,063

(注) 従業員数は就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

品目
当第1四半期連結会計期間
(自　平成21年3月21日
  至　平成21年6月20日)

検出制御機器(百万円) 7,484

計測制御機器(百万円) 8,772

自動化用測定機器(百万円) 5,591

その他(百万円) 1,105

合計 22,953

(注) １　金額は販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社は即納体制を敷いているため、受注はほぼ売上高と均衡しており、受注残高に重要性はありませ

ん。

　

(3) 販売実績

品目
当第1四半期連結会計期間
(自　平成21年3月21日
  至　平成21年6月20日)

検出制御機器(百万円) 9,529

計測制御機器(百万円) 8,790

自動化用測定機器(百万円) 5,656

その他(百万円) 1,496

合計 25,472

(注) １　販売実績が総販売実績の100分の10以上となる相手先はないため、主要な顧客別の売上状況は記載を省略して

おります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

(1) 経営成績の分析

当第1四半期連結会計期間は、昨年の米国金融危機に端を発した世界規模での深刻な不況が続き、多く

の国や地域、業種において設備投資の落ち込みが見られました。

こうしたなか、当第1四半期連結会計期間の売上高は25,472百万円となりました。また営業利益は6,666

百万円、経常利益は8,712百万円、四半期純利益は6,622百万円となりました。

　

所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　日本

日本では、景気の低迷が続いており、輸出や生産が落ち込むなか、企業の厳しい収益状況を背景に

設備投資は大幅に減少しました。こうしたなか、新商品の投入や営業体制の充実に努め、売上高は

22,334百万円、営業利益は6,895百万円となりました。

②　北中米

米国では、厳しい金融環境のもとで景気悪化が続きました。こうしたなか、売上高は2,550百万円、

営業損失は47百万円となりました。

③　その他

アジアでは、世界経済悪化の影響を免れず、景気は減速傾向を強めました。また欧州でも、経済の不

振が続きました。こうしたなか、売上高は4,714百万円、営業損失は180百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ27,474百万円増加し、547,813百万円

となりました。これは、有価証券及び投資有価証券が37,386百万円増加したことなどによるものでありま

す。

当第1四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ18,584百万円増加し、38,562百万円と

なりました。これは、有価証券などの未払金が25,704百万円増加したことなどによるものであります。

当第1四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ8,890百万円増加し、509,250百万円

となりました。これは主に、四半期純利益の計上などにより利益剰余金が5,117百万円増加したことによ

るものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第1四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ3,204百万円（16.4％）減少し、16,376百万円となりました。なお、当第1四半期連結会計期間に

おける各活動によるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第1四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加額は、7,475百万円となりました。これ

は、当第1四半期連結会計期間の税金等調整前四半期純利益が8,712百万円であり、売上債権が9,423百

万円減少した一方で、法人税等の支払額が8,136百万円あったことなどによるものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第1四半期連結会計期間における投資活動に使用した資金は、定期預金の増加や関連会社株式の取

得などにより、9,004百万円となりました。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第1四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少額は、配当金の支払などにより1,917

百万円となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及
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び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第1四半期連結会計期間の研究開発費の総額は1,690百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第1四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第1四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第1四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 137,000,000

計 137,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第1四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年6月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年8月3日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 55,274,47455,274,474
東京証券取引所(市場第一部)
大阪証券取引所(市場第一部)

単元株式数
100株

計 55,274,47455,274,474 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年3月21日(注)5,024,95255,274,474 ― 30,637 ― 30,526

(注)　平成21年3月21日に、平成21年3月20日最終の株主名簿に記録された株主に対し、所有株式数を1株につき1.1株の割

合をもって分割いたしました。

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第1四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成21年3月20日の株主名簿により記載しておりま

す。

① 【発行済株式】

平成21年3月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 80,400

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 50,057,000 500,570 ―

単元未満株式 普通株式 112,122 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 50,249,522― ―

総株主の議決権 ― 500,570 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が42株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年3月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社キーエンス

大阪市東淀川区東中島
１－3－14

80,400 ― 80,400 0.16

計 ― 80,400 ― 80,400 0.16

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
4月 5月 6月

最高(円) 20,05020,00021,170

最低(円) 16,51017,32018,420

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであり、平成21年4月1日から平成21年6月30日までの

暦月によっております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第1四半期連結会計期間（平成21年3月21日から平成21年6月20日まで）から、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年8月7日内閣府令第50号）附

則第7条第1項第5号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しています。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、当第1四半期連結累計期間(平成21年3月21日か

ら平成21年6月20日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受けております。

なお、有限責任監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年7月1日をもって、監査法人

トーマツから名称を変更しております。 
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年6月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年3月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,446 25,590

受取手形及び売掛金 ※１
 34,266

※１
 43,585

有価証券 234,405 205,889

たな卸資産 ※２
 10,135

※２
 11,210

その他 5,674 5,658

貸倒引当金 △196 △187

流動資産合計 309,732 291,747

固定資産

有形固定資産 ※３
 17,859

※３
 17,373

無形固定資産 467 486

投資その他の資産

投資有価証券 200,146 191,275

その他 19,706 19,508

貸倒引当金 △98 △53

投資その他の資産合計 219,754 210,731

固定資産合計 238,081 228,591

資産合計 547,813 520,338

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 2,073

※１
 1,789

未払法人税等 3,509 8,623

賞与引当金 1,468 4,978

その他 30,957 4,210

流動負債合計 38,008 19,602

固定負債 554 376

負債合計 38,562 19,978

純資産の部

株主資本

資本金 30,637 30,637

資本剰余金 30,531 30,531

利益剰余金 455,917 450,800

自己株式 △2,184 △1,772

株主資本合計 514,901 510,196

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,987 △6,904

為替換算調整勘定 △2,663 △2,932

評価・換算差額等合計 △5,651 △9,837

純資産合計 509,250 500,359

負債純資産合計 547,813 520,338
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年3月21日
  至 平成21年6月20日)

売上高 25,472

売上原価 6,638

売上総利益 18,834

販売費及び一般管理費 ※
 12,168

営業利益 6,666

営業外収益

受取利息 769

持分法による投資利益 1,119

雑収入 210

営業外収益合計 2,100

営業外費用

固定資産除却損 9

金銭の信託運用損 20

雑損失 23

営業外費用合計 54

経常利益 8,712

税金等調整前四半期純利益 8,712

法人税等 2,089

四半期純利益 6,622
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年3月21日
  至 平成21年6月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,712

減価償却費 521

受取利息及び受取配当金 △776

持分法による投資損益（△は益） △1,119

売上債権の増減額（△は増加） 9,423

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,142

仕入債務の増減額（△は減少） 284

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,513

その他 433

小計 15,108

利息及び配当金の受取額 502

法人税等の支払額 △8,136

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,475

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △3,060

有価証券の増減額（△は増加） △846

関係会社株式の取得による支出 △4,517

その他 △580

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,004

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の増減額（△は増加） △412

配当金の支払額 △1,505

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,917

現金及び現金同等物に係る換算差額 242

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,204

現金及び現金同等物の期首残高 19,580

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 16,376
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第1四半期連結会計期間(自　平成21年3月21日　至　平成21年6月20日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第1四半期連結累計期間
(自　平成21年3月21日　至　平成21年6月20日)

1　持分法適用の範囲の変更

当第1四半期連結会計期間より、株式会社ジャストシステムについて、株式の取得により持分法適用の関連会

社の範囲に含めております。

 

2　会計処理の原則及び手続の変更

(1)　当第1四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第9号)を適用し、評価

基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。この変更に伴

う損益に与える影響とセグメント情報に与える影響は軽微であります。

 

(2)　当第1四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」(実務対応報告第18号)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。この変更に伴う損益に与える影

響とセグメント情報に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第1四半期連結累計期間
(自　平成21年3月21日　至　平成21年6月20日)

税金費用の計算

法人税等の算定に関しては、当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積もり、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第1四半期連結会計期間末
(平成21年6月20日)

前連結会計年度末
(平成21年3月20日)

※1　期末日満期手形の処理 ※1　期末日満期手形の処理

当四半期連結会計期間末日は銀行休業日でしたが、

四半期連結会計期間末日満期手形については、期末

日に決済が行われたものとして処理しております。

当四半期連結会計期間末日満期手形は次のとおり

であります。

受取手形 325百万円

支払手形 14

当連結会計年度末日は銀行休業日でしたが、期末日

満期手形については、期末日に決済が行われたもの

として処理しております。

当連結会計年度末日満期手形は次のとおりであり

ます。

受取手形 491百万円

支払手形 13

※2　たな卸資産の内訳

　　 商品及び製品　　　　　　 　　　　5,466百万円

　　 仕掛品　　　　　　　　　　 　　　2,016

　　 原材料　　　　　　　　　　 　　　2,652

※2　たな卸資産の内訳

　　 商品及び製品　　　　　　 　　　　6,237百万円

　　 仕掛品　　　　　　　　　 　　　　2,139

　　 原材料　　　　　　　　　　 　　　2,833

※3　有形固定資産の減価償却累計額　　23,680百万円※3　有形固定資産の減価償却累計額　　22,723百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第1四半期連結累計期間

当第1四半期連結累計期間
(自　平成21年3月21日　至　平成21年6月20日)

※  　販売費及び一般管理費の主なもの

　役員報酬及び従業員給料
手当賞与

3,931百万円

　賞与引当金繰入額 1,357

　研究開発費 1,690

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第1四半期連結累計期間
(自　平成21年3月21日　至　平成21年6月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(百万円)

現金及び預金 25,446

預入れ期間が3カ月を超える定期

預金
△9,069

現金及び現金同等物 16,376
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(株主資本等関係)

当第1四半期連結会計期間末(平成21年6月20日)及び当第1四半期連結累計期間(自　平成21年3月21日　至　平

成21年6月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第1四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 55,274,474

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第1四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 111,570

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年6月18日
定時株主総会

普通株式 1,505 30平成21年3月20日 平成21年6月19日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当社グループの主たる事業は産業用電子応用機器の製造販売であり、当第1四半期連結累計期間における

当該事業の売上高及び営業利益が90％を超えるため記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第1四半期連結累計期間(自　平成21年3月21日　至　平成21年6月20日)

日本
(百万円)

北中米
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　　売上高 22,334 2,550 4,714 29,600(4,128)25,472

　　営業利益（△損失） 6,895 △47 △180 6,668 (2) 6,666

(注) １　地域は、地理的近接度により区分しております。

２　日本以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北中米……米国

その他……アジア、ヨーロッパ

　

【海外売上高】

当第1四半期連結累計期間(自　平成21年3月21日　至　平成21年6月20日)

北米・中南米 アジア 欧州その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 2,560 2,835 2,460 7,856

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ─ ― 25,472

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合(％) 10.1 11.1 9.7 30.8

(注) １　地域は、地理的近接度により区分しております。

２　各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北米・中南米……米国

アジア……………中国

欧州その他………ドイツ

３　海外売上高は当社及び子会社の日本以外の国又は地域における売上高であります。
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(1株当たり情報)

1　1株当たり純資産額

　
当第1四半期連結会計期間末
(平成21年6月20日)

前連結会計年度末
(平成21年3月20日)

9,231.75円 9,973.46円

(注)　当社は、平成21年3月21日付で株式1株につき1.1株の株式分割を行っております。

なお、当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の前連結会計年度末における1株当たり

純資産額は、9,066.78円となります。

　

2　1株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額

　
当第1四半期連結累計期間
(自　平成21年3月21日 
  至　平成21年6月20日)

1株当たり四半期純利益金額 120.04円

潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額 ─

(注) １．潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．1株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第1四半期連結累計期間
(自　平成21年3月21日 
  至　平成21年6月20日)

四半期純利益(百万円) 6,622

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 6,622

普通株式の期中平均株式数(千株) 55,168

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社キーエンス(E01967)

四半期報告書

19/20



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年7月30日

株式会社キーエンス

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　梶　　浦　　和　　人　　㊞　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　玉　　井　　照　　久　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社キーエンスの平成21年3月21日から平成22年3月20日までの連結会計年度の第1四半期連結累計期間(平成21

年3月21日から平成21年6月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キーエンス及び連結子会社の平成21

年6月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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